
SKYMENU 活用授業 実践レポート 

 

お名前 愛宕 藍 学校名 習志野市立第六中学校 

実施学年 ３学年 教  科 国語 

単元名 「声なき遺品に思いを馳せて」  （教育出版 中学国語３ 『薔薇のボタン』より） 

≪学びを深めたいポイント≫ 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

◎「一枚の写真」に思いを馳せる。 

〇この写真は梯さんの仕事場に掛けてあるもので

す。常に目にはいるものですが、なぜでしょうか。 

・赤ラインの下に考えを書く。 

 

  

 

展 

 

開 

 

◎本時の学習課題を確認する。 

〇本時の学習課題を書きましょう。 

・ノートを開き板書をはじめる。 

 

〇梯さんがこの写真をなぜ掛け続けているのか、

読み考えます。教科書を開いてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 直接的な描写（戦争の悲惨さ、現状などが明記されていない）が少ない中で、被爆した少女たちの存在や思

いを「美しく撮られた写真」「薔薇のボタン」という象徴的な存在から想像し、意味を見出す読解が求められる。

こうした題材を通して、生徒が自らの読みを丁寧に言葉に表し、既習事項を振り返り、仲間と共有・対話しなが

ら考えを深めていく経験を積むことで、表現への自信を高めていくことが期待される。本単元では、明確な答え

のない問いに向き合うことで、生徒一人一人の内にある読解を引き出し、それを仲間と共有する力を育てていく

ことが求められる。そのため、生徒が安心して自分の考えを表現できるような対話的な学習環境を整えるととも

に、自らの読みを肯定的に受け止められる機会を設けていく。その中で「一言 PR」を展開し、各自自由な読解

を表出し、鑑賞する機会を設定した。 

 本実践では、SKYMENU を活用し、『一言 PR』の共有ツールに「発表ノート」を選択した。５クラス中２クラス

は「ふきだしくん」、３クラスは「発表ノート」での共有を図った。「ふきだしくん」は一日限りの URL であり、画像

での保存をなさらないと記録が消失してしまうというデメリットがあるため、共有ができかつ共有したノートがポ

ートフォリオ化される「発表ノート」を活用した。画像や必要事項は固定化・背景化でき、テキストは自由にコピー

することができるメリットが活かされる展開となった。 

筆者の思いを追体験し、「声なき遺品」である写真に込められた思いを捉える。 



・読めない漢字などを確認する。 

〇初読の感想・疑問を書きましょう。 

 

〇これは、筆者（梯氏）が写真家（石内氏）の撮

影した戦争の遺品の写真と出逢い、戦時中の女

性が抱いていた思いを考え改める『随想』という

種類の文章です。 

〇写真家（石内氏）はなぜ、あえて美しい（鮮やか

な）写真を撮り続けたのか。 

 

◎随想を「一言ＰＲ」で紹介する。 

〇ここまで内容を捉えたことを踏まえ、この随想を

読んだことのない人に「一言ＰＲ」しましょう。 

《方法》 

①ＷＳにメモを起こし、「一言ＰＲ」を書く 

②「一言ＰＲ」を考えた理由と根拠を確認 

③時間が許す限り何個考えてもよい 

④「一言ＰＲ」を SKYMENU「発表ノート」にて 

共有する。 

《例》 

・いつの時代だっておしゃれがしたい！ 

・ただのボタン されどボタン 

・写真の”声”に耳を澄ませて   など 

 

 

 

↓実際の活用画像 

 

 

 

 

 

 

 

◎「発表ノート」の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「発表ノート」の 

全体共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇TB のない生徒を事

前に確認し、紙媒体で

の資料を配布する。 

〇テキストの入力方法

は、（例）のテキストを

コピーし、【】内にニッ

クネームを記入する旨

を伝える。 

 

〇TV で拡大共有し、

TB も一斉共有をかけ

る。 

ま 

と 

め 

◎本時の学習を振り返る。 

〇今日は、『随想』から、写真家の撮影した写真

から当時の思いや様子を捉えていきました。伝え

ること、表現することの根底には「読む」ということ

は不可欠です。そして、この『薔薇のボタン』はさ

まざまな要素がありますね。次回は、更に多角的

な要素の本に触れていきます。 

・振り返りシートを書く。 

  

≪実践を振り返って≫ 

６月末のテスト明けの単元であり、普段とは異なる授業展開を検討していたため SKYMENU の「発表ノー

ト」を活用するいい機会となった。一方、夏季休業前にＴＢの修理を完了させたい生徒が多く、修理に出した生

徒は SKYMENU を活用することができなかった。ＴＢを用いた学習を展開する際に、必ず生徒が活用できる状

態にいないことが授業者としては苦しいところである。実際に国語は「書く」教科であり、ノート指導を強化して

いることもあり、授業での成果物をＴＢ内で完結させてしまうことに若干の違和感を抱く部分もある。そのため、Ｔ

Ｂと紙（ノート）の住み分けを行うことで、ＴＢをより文房具の一部として意識し、生徒らも学習に励むことができ

ると考えた。 

 


